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問題

　次の課題文を読んで、以下の問いに答えなさい。

　わが国は明治維新以来、欧米を手本にモノづくりによる豊かさを追求してきた。しかし 21 世

紀に入り、消費財（注 1）は行き渡り、製造業の拠点は海外に移りつつある中、わが国の経済は、

モノづくりからコトづくりへの転換を遂げつつある。モノに付加価値（注 2）をつけ、魅力あるソ

フトを制作し、高度なサービスを提供する基盤としての創造性は、わが国が古来より蓄積してき

た文化資源への参照と活用によってこそ生み出される。独自性を持ち、世界に通じるコンテンツ

を生み出し続けていくためには、これまで蓄えた知を活かし、新たな創造の源とする、「知の循環」

を社会に根付かせることが必要である。

　図書、記録文書、映像、写真、美術品などのさまざまな文化資源を共有し、活用することは、

社会を成り立たせるための礎となる。

　文化資源の発信は、国際社会に対する貢献にも資することが期待される。江戸時代の浮世絵を

はじめ、映画やマンガ、アニメ、ゲーム、食文化、ファッションなど、わが国が生み出したコン

テンツは世界を魅了してきた。こうした芸術文化を通じて諸外国から好意的に見られることは、

ソフトパワー（注3）の時代と言われる現代において、世界の中で一定の地位を保つことにつながる。

多様な文化資源をデジタル化し、世界に発信するデジタルアーカイブ（注 4）の整備は、文化資

源の蓄積と活用における中心的な課題である。わが国では、デジタルアーカイブを巡る環境は、

欧米諸国と比べて多方面で対応が遅れていると言わざるを得ない。アーカイブの現場では、依然

として必要な人材や財源の不足といった問題に加え、各種文化資源の散逸・劣化も進んでおり、

もはや包括的かつ抜本的な対応の実行は急務となっている。

　わが国の魅力ある文化資源を収集・保存し、魅力的な形で全世界に向けて発信することは、わ

が国の文化芸術のプレゼンス（注 5）を向上させるとともに、「知のインフラ（注 6）」として、各種ビ

ジネス・教育・研究・福祉・観光・まちづくり等に決定的に貢献するものである。かつ、これら

の知識インフラは、比較的少ない予算で世界最先端の水準の整備が可能であり、財政難かつ少資

源の日本の浮沈の鍵を握るものと言っても過言ではない。

　文化資源をアーカイブ化し、活用するためには、それを担う人材を欠かすことができない。「アー

カイブ立国（注7）」実現のためには、新たな担い手、専門人材の育成に取り組まなければならない。



− 2−

（出典：文化資源戦略会議「アーカイブ立国宣言」、福井健策・吉見俊哉監修『アーカイブ立国

宣言―日本の文化資源を活かすために必要なこと』、2014 年、ポット出版。作問のため、一部

を省略したほか、読みやすさを考慮し、一部の用字を変更し、送り仮名を付加した。）

（注 1）消費財……食料や衣料などの非耐久消費財、家屋や自動車などの耐久消費財を含む、人

間の欲望を直接満たす物品。

（注 2）付加価値……他にはない独自の価値。

（注 3）ソフトパワー……その国の社会が持つ文化や政治の価値観を背景に、他国から理解・信頼・

支持・共感を得ることによって発揮される影響力。

（注 4）デジタルアーカイブ……文化資源に関する情報をデジタルの形で保存し、分類・整理し

て蓄積・活用すること。近年は、単に「アーカイブ」という場合も、デジタルアーカイブを指

す場合が多い。

（注 5）プレゼンス……存在感。

（注 6）インフラ……インフラストラクチャーの略。産業や生活の基盤となるもの。

（注 7）立国……基本的な方針を立てて、それに基づいて国家を発展させること。

問１　課題文が実現をめざす「アーカイブ立国」とは、どのような提案か。著者が提案する内容

を 200 字程度で述べなさい。

問２  歴史、文化、芸術といった人文系の学問を学んだ人々は、「デジタルアーカイブ」や「アー

カイブ立国」に対して、どのような役割を果たすことができると考えられるか。あなた自身

の考えを 400 字程度で述べなさい。




